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南杣自治振興会
　甲南第二学区は、郷土の資源を生かし、農林業を中心
に栄えてきました。近年、新名神高速道路開通に伴うイ
ンターチェンジやパーキングエリア、主要道路などの整
備に伴い、甲賀市の交通の要所としても発展しています。
　しかしながら、集合住宅などが新しく建築され、地域
外からの若い世代の流入がある一方、この地で生まれ育
った若い世代が就学や就職を機に流出する傾向もありま
す。同時に、核家族や転入者などの比率が多くなる中で、
地域の横の繋がりが希薄になりつつあると言えます。
　そうした中、今年２月に設立した自治振興会における、
地域内の４区が連携した取り組みに、大きな期待が寄せ
られています。
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── �自治振興会設立に至った経過や
ご苦労されたことをお聞かせください

　この地域は、杉谷、新治、塩野、市原の４つの区から
成り、これまでから各区でさまざまな活動が行われてき
ました。しかし、ここ最近では、住民の交流機会の減少
からも、地域における繋がりが希薄になってきています。
そうした中で、市からの提案により、４区が連携し、共
通した地域課題に取り組むことで、子どもからお年寄り
までみんなが住みよいまちづくりをめざすこととし、自
治振興会の設立を決定しました。
　昨年８月から設立に向けて設けられた検討会では、各
区のこれまでの取り組みや課題などの事前調査を行い、
共通事項を把握、10月には設立準備委員会設立総会を
開催しました。会議を重ねる中でまちづくりのキーワー

ドを抽出し、２月 11日に設立総会を開催、「南杣自治振
興会」をスタートさせました。

── �すでに事業も実施されているということですが

　現在、「地域振興部
会」「総務部会」の２
つ部会で事業を実施
し、今後も継続してい
きます。
　「地域振興部会」で
は、「安心安全のまち
づくり事業」として、
とびだし坊や看板を小
学校、保育園の周辺や
通学路などの危険個所
に設置。また、順次防
犯灯の LED化を進め、
現時点で 33基を設置するなど、交通安全対策、防犯対
策を行いました。
　「総務部会」では、「区活動支援事業」のほか、学区民
の皆さんに自治振興会のことを広く知ってもらおうと、
広報紙の発行も行っています。

── �南杣自治振興会のＰＲをどうぞ

　南杣は、数多くの古刹や文化財に囲まれ、恵まれた自
然の中で伝統文化が育まれてきた歴史ある地区です。
　「人と人が尊び助け合い、常に危機意識を持ち、安心・
安全に住める南杣」「先人が残された緑豊かな郷土と歴
史・文化・文化財を後世に伝える南杣」を、めざすべき
将来像として、「緑豊かな郷土を守り、人々が相互扶助
する南杣づくり」をキャッチフレーズに、力を合わせて
取り組んでいきたいと思っています。

―緑豊かな郷土を守り、人々が相互扶助する南杣づくり―
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自治振興会は、市の提案 23地区全てで設立されています。
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